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対象となる学部・回生 ---------政策科学部：全回生

 国際関係学部：2回生以上（卒業該当回生不可）

 文学部：3回生のみ

 経済学部・経営学部：2回生以上

英語基準 -----------------------TOEFL PBT 460点程度

募集締切り --------------------4月18日まで

＊詳しくは、募集説明会および募集要項で確認して下さい。

模範解答ない課題  挑戦
東南アと学期単位で学生交換

重森臣広（立命館大学政策科学部長）

2014年2月17日

日本経済新聞

本プログラムが日本経済新聞で紹介されました
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文部科学省「平成 25年度大学の世界展開力強化事業」に、立命館大学が申請した「国際 PBL によるイノベータ育成プログラム」が採択されました。

このプログラムでは、経済学から工学にいたる、本学の各学部の研究・教育に密接に関係するアプローチを用いて、学生は政策課題を多角的に考察し解

決策を提示します。ASEAN 加盟国のインドネシア・タイと日本の大学生が共同で解決することを通じて、通常の講義科目以上に、問題・課題解決に必要

な「思考ミックスの能力」を身に着けます。これが国際 PBL（Project/Problem-Based Learning）です。

プログラムのコンセプト

全学推進体制 継続的サポート

事前指導

遠隔講義
VOD

派遣先で学習（PBL科目を含む）

語学学習

・Formal English（Writing / Speaking）
・Academic Reading
・現地語学習

研究課題についてのプロジェクト型・問題解決型学習

・量的・質的技法

・ゲーミング・シミュレーション、ディスカッション・分析

   技法、グループワーク学習、フィールドワーク

Economics
Business Administration
Political Science
Sociology
Anthropology
Geography etc.

グローバル視点による講義群（例）

事後指導

学習成果の定着
卒業論文指導

大学院進学指導

派遣先大学で

PBL学習の効果向上のための多層的な指導

所属校で所属校で

Global Perspectives

Japan’s
Perspectives

ASEAN’s
Perspectives

Thailand
Mahidol University
Thammasat University

Indonesia
Gadjah Mada University
Universitas Indonesia
Bandung Institute of Technology

期待される効果

■
■
■

日本－ASEAN間の相互理解の涵養
日本理解者としてのASEANリーダの輩出
グローバルな視野をもつリーダーの育成

国際PBLによるイノベータ育成プログラム

知見・経験・課題の共有

その相互利用

日本の再活性化と海外支援

Reinvention of 
JAPAN & ASEAN

創造的知性を持って立ち向かう実 験 的スピリット

　① 技 術思考、 ②ビジネス思考、 ③ 制度デザイン思考の3つの思考ミックス

グ ロ ー バ ル人 材 育 成 目 標（ イノベ ー タ の 育 成 ）

+

イ ンド ネシ ア３大 学（ ガ ジャマダ 大 学 、イ ンド ネシ ア 大 学 、バ ンド ン 工 科 大 学 ）

　 タ イ２ 大 学（ マ ヒド ーン 大 学 、タ マ サ ート大 学 ）

A S E A N学部連携『国際PB Lによるイノベータ養成プログラム』

学内の先進的な取組

学生オフィス
学生サポートルーム

文学部
キャンパス・アジア

情報理工学部
中国・大連理工大学
との学部共同運営

インターンシップオフィス

キャリアオフィス

政策科学部
国際関係学部

経営学部・経済学部
文学部

学園国際戦略会議 教育開発推進機構 国際教育推進機構

教学部・総合企画部・国際部

プログラム参加大学と共同し
卒業生・修了生に対する

継続的な情報提供や
人材交流を組織

校友会（海外支部）

経済学

国際ビジネス

観光ホスピタリティ 言語・文化

工学
（社会工学）

特産品による地域活性化

大型小売店舗の社会貢献

ビジネス・コンサルティング

コミュニティビジネス起業プラン

文化遺産の保全と継承

外国人居住者・観光客にたいする心理的バリア

都市交通問題の諸相

社会学習による防災計画作成

公共インフラ施設の文化的活用

公職者による腐敗の文化的要因

全学推進体制 継続的サポート
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東 南 アジ アと日 本 が 相 互 に 学 ぶべきことは 多 岐 に わたって いま す。

震 災などの 自 然 災 害 に 対して、 東 南 アジ アと日 本 がとも に 学 び、

助 け 合 う課 題 も 多くなって いま す。

1   立命館大学の国際教育と本プログラムの関係

2   プログラムの目的と人材育成像

3   学びの体系

　立命館大学では、教育プログラムの国際化をす

すめてきました。英語による講義の受講だけで卒

業できる G30プログラム（政策科学部、国際関係

学部）、日中韓の３大学を順番に回りながら学ぶ

キャンパス・アジア（文学部）、大連理工大学との

共同学部運営を行っている情報理工学部のとりく

みなどです。「国際 PBL によるイノベータ育成プロ

グラム」では、それらの取り組みの実績を活かして、

プロジェクトを学生が自ら運営し成果を出すこと

で世界にはばたくイノベータを育成します。

　現在の世界が求めるのは、課題を解決できる人

材です。その人材に必要なのは、思考ミックスの

能力です。一般に政策課題・社会問題の解決には、

（1）技術思考、（2）ビジネス思考、（3）制度デザイ

ン思考の三つが必要です。インフラ輸出や国際的

なソフト・パワーの流 通などをみるまでもなく、

範とすべきモデル不在が常態である今日、たくみ

な思考ミックスにもとづく創造的知性、モデル発

見能力こそが新時代を担う人材育成の要です。

　これらの科目は、立命 館大学や参加大学が開

く講 義 科目のほか、 プログラムに参 加する各大

学から提 供 されるオンデ マンド 講 義（Video on 

demand）、サテライト講義（TV 会議）によって提

供されます。また、少人数のセミナーによる活発

な議論を通じて、学生は課題領域についての講義

内容を、より深く理解することができます。

　セミナーの分 野は、いずれも日本と ASEAN 諸

国に共通する政策課題・社会問題と深く関連して

います。その特徴は、①オフキャンパス・リサー

チを含む演習型授 業による指導、②学際的かつ

課題・問題指向の指導、③本プログラム履修生と

G30プログラム（ 英語基 準専 攻 ）の履修 生等との

学びの交流です。

　このプログラムのコアをなすのは、経済学、工

学、言語・文化、観光ホスピタリティ、国際ビジ

ネスの５つの課題領域です。それぞれに複数の課

題トピックがあります。学生は、それぞれの関心

と将来的な進路にあわせて、課題を自ら考え、研

究を進めます。

インドネシア（左）とタイ（右）の渋滞の様子。「都市交通問題の諸相」として両国の渋滞についてとりあげます。

4   産官学連携の経験を国際化4   産官学連携の経験を国際化
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協定校の紹介

インドネシア大学
Universitas Indonesia

　インドネシア大学（UI）の創立は1849年で、ア

ジアの大学としては最も長い伝統をもつ大学の１

つです。

　UI は、To become an autonomous, modern 

and mul t i -cu l ture research un ivers i t y, and 

gain an internat ional ly reputable academic 

standard を 教 学 理 念とし、 現 在12の 学 部と13

の研究科を擁する総合大学です。立命館大学とは

1996年に協力協定を締結しました。

　インドネシア大学には日本語学科があり、多く

の学生が日本語を学んでいます。キャンパスは、

ジャカルタ市中心部の Salemba と南部の Depok

に位置しています。

ガジャマダ大学
Universitas Gadjah Mada

　ガジャマダ大学（UGM）は、1949年にジョグジャ

カルタにて創立されたインドネシアで最も歴史の

ある、最大規模の研究機関です。現在18の各学部、

多くの大学院や短期プログラムを擁し、学生数は

55,000人にのぼります。

　UGM は、To be exce l l e n t  and i nnova t i ve 

wor ld class univers i ty, imbued with nation’s 

cu l tu ra l  va lues based on Pancas i l a as the 

state ideology and dedicated to the nation’s 

interest and humanity を教学理念とした大学で

す。UGMと本学とは1996年に協力協定を締結し

ました。

　近年、歴史都市における防災などの分野におい

て、本学とも共同研究を行っています。キャンパ

スは、インドネシアの古都として独自の文化を残

すジョグジャカルタに位置しています。

バンドン工科大学
Institut Teknologi Bandung (ITB)

　 バンドン工科大学（ITB）は、1920年に設 立さ

れたTechnische Hogeschool を前身とする1959

年に創立された工業大学です。

　 教 学 理 念 は Being an excellent university, 

d ign i f ied, independent, and is recogn ized 

worldwide as well as guide the changes that 

can improve the wel fare of the Indonesian 

nation and the world. であり、本学とは1999年

に協力協定を締結しました。

　ITB は12学部と各学部に併設されている大学院

によって構成され、独立宣言後、初代大統領になっ

た元スカルノ大統領の出身校としても有名で、イ

ンドネシアの発展を支える多くの優秀な人材を輩

出しています。キャンパスは、ジャワ島西部にある

150万人都市バンドンに位置しています。

マヒドン大学
Mahidol University

　 マヒドン 大 学（MU）はタイで 最 も古 い大 学 の

一つで、その歴 史は1888年に設 立された Siriraj 

Hospital から始まります。

　現在では、自然科学分野から人 文科学分野ま

で幅広い研究を行っており、17の学部など多くの

プログラムを備えた総合大学です。約26,000人の

学生が学んでいます。”Widsdom of the land” を

キーワードに、タイのみならず世界が抱える課題

に取り組んでいます。MUと本学とは1997年に協

力協定を締結しました。

　キャンパスはバンコク郊外の Salaya Camous、

バ ン コ ク 市 内 の Phayathai Campus な ど4つ の

キャンパスがあります。

タマサート大学
Thammasat University

　タマサート大学（TU）は、1937年に創立された

タイで2番目に古い大学で、設立以来30万人以上

の学生を輩出しています。

　現在14の学部と18の研究科を擁する総合大学

で、To solve Thai lands problems with moral 

commitment for the greater good of society

を理念とした大学です。TUと本学とは1996年に

協力協定を締結し、2003年以降、本学の政策科

学部とTU の建築計画学部において相互に学生を

派遣し合い、研究交流を行ってきました。

　 バ ンコク市 中 心 部 の Tha Pra Chan Campus

や郊外の Rangsit Campus など4つのキャンパス

があります。

立命館大学
Ritsumeikan University

　立命館大学は、100年を超える歴史を有する私

立総合大学です。伝統と現代性が融合する京都と

滋 賀に位置し、衣 笠、朱 雀、びわこ・くさつの3

つのキャンパスに、13学部・19研究科を擁します。

　 国 際・地 域・産 業 界とのネットワークを誇り、

学部や専攻の枠を超えて、人類的課題にこたえる

教育や研究に取り組んでいます。

　また、2015年4月には大阪府茨木市に「アジア

のゲートウェイキャンパス」として新しいキャンパ

スを開設します。

インドネシア タイ 日 本
I n d o n e s i a T h a i l a n d J a p a n
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■ 深刻なタイの洪水被害に対する治水対策の改善

■ 民意を反映する正当な政治を目指した情報格差の改善

■ タイのスラム問題解決にむけての研究

■ 人権の観点から視るタイの人身売買・売春婦問題

■ タイにおける貧困とHIV/AIDS の関係性

■ タイにおける開発支援と都市計画

■ Economic Revitalization in Kamishichiken: Machiya Townscape for Sustainable Development

■ Urban Revitalization: Nishij in Area

■ Community-based Revitalization for Shopping Arcade

■ Evaluation of Community Satisfaction and Participation in Rejuvenation of the Hori-kawa River Project.

■ Inf luences of Changing Organization Management of Kyo-machiya Conservation Policy on Residentsʼ Participate in Conserving Kyo-machiya

■ Evacuation System for Supporting Elderly in Disaster Emergency

　共同 PBL 科目の授業では、これまで大学で学んできたことを駆使し、以下

の政策課題例にあるような事例について、現地調査を通して問題発見から政

策提案をおこなってきました。

　まず自分たちで設定した課題について、政府機関などへのヒアリングや、地

域住民へのアンケート調査などを行い、これまで国内で調べてきた情報と現

場の状況の相違を認識し、また新たに課題を発見してきました。このようにし

て、自分たちの知識を現場の問題に当てはめて整理しつつ、現地調査で得ら

れたデータに基づいた政策提言を行ってきました。

　政策提言へ向けた議論では、日本人とタイ人が議論を重ねることで、多文化

協働で新しい政策を一緒に創り出してきました。さらに、問題発見や政策提

言を、当該課題に関連する教員や実務家に発表し議論することで、現地での

学びを、専門的助力を得ながら振り返るという機会を提供してきました。

これまで立命館大学では、10年以上にわたって本学の学生が現地を訪問し、海外の大学生との共同 PBL を実施してきました。

さらに実習科目では、海外の大学生を本学へ招いた共同 PBL を実施してきました。

ここでは、タイの例を紹介します。

立命館大学における
PBLによる学びの実例

日本・ASEAN学生の
合同学習

IS1

JS2

IS2

JS3

IS3

JS1

RU AIMS RU

AIMS RU AIMS

RU AIMS RU

AIMS RU AIMS

RU AIMS RU

AIMS RU AIMS

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 3月

2014 2015 2016 2017年 年 年 年

AIMS
RU

IS

JS
協定大学

立命館大学

国際学生

日本人学生

本プログラム参加（派遣先大学）

事前・事後指導（所属大学）
合同学習の可能性

　最初の立命館大学から AIMS（ASEAN 学生交流

プログラム）大学、すなわち今回のプログラムに

参加しているインドネシア・タイの大学への派 遣

は、2014 年秋セメスターです。

　立命 館大学の学生（JS1, JS2、JS3）のうち、今

回募集される JS1は、2014 年春に立命館大学（RU）

で事前学習を行い、秋に現地（AIMS の協定大学）

で自分の研究課題にそった研究を現地の学生とと

もに PBLで行います。その後2015年春に事後学習

として立命館大学で再び学習を深めます。

　 インドネシア・タイの 学 生（IS1, IS2, IS3）のう

ち、IS1をみてみましょう。2014 年 秋に所属大学

（AIMS）で事前学習を行い、2015年春に立命館大

学で自分の研究課題にそった研究を現地の学生と

ともに PBLで行います。その後2015年秋に事後学

習として所属大学で再び学習を深めます。

　このようにこのプログラムの合同学習は、AIMS

諸国（インドネシア・タイ）で AIMS 大学の学生と

ともに立命館の学生が学び、立命館では AIMS 大

学の学生が立命館大学の学生とともに学ぶという

意味で、従 来の留学の概 念を時間・空間双 方で

超越したものです。

タイ に お ける 政 策 課 題（ 一 例 ）

日 本 に お ける 政 策 課 題（ 一 例 ）

T h a i l a n d
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